
は じ め に

60万都市として，発展を続ける県都「鹿児島市」には，平成27年７月に世

界文化遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産」の構成資産である旧集

成館などをはじめ，たくさんの史跡が残されています。それは私たちの先人

が生きたあかしであり，数々の偉人の活躍をしのばせてくれる貴重な文化遺

産です。

市教育委員会ではこれら市内の史跡を紹介するため，平成11年に「鹿児島

市の史跡めぐりガイドブック－四訂版－」を刊行しましたが，その間平成16

年の合併や新たな研究成果等により，多くの貴重な文化財が加わりました。

そこで，このたびこれらの新しい文化財を加えて，「鹿児島市　史跡めぐ

りガイドブック－五訂版－」を刊行することになりました。

小・中学生の皆さんが，総合的な学習の時間や郷土学習で活用したり，家

族や友人とともに，自分の足で郷土の貴重な史跡を訪ねたりすることを願っ

ています。

これまで，つい見過ごしてきた数々の史跡との出合いが，先人たちの生き

方を身近なものとして感じるきっかけとなり，学ぶことの喜びや郷土・鹿児

島への愛着をさらに深め，貴重な文化財を次の世代に引き継いでいくことの

大切さを感じていただければ幸いです。

おわりに，本書の刊行にあたり，編集委員・原稿執筆を引き受けていただ

いた先生方をはじめ，ご協力いただいた多くの方々に心からお礼を申し上げ

ます。

� 平成28年３月　鹿児島市教育委員会
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この本を利用される皆さんへ

（１）�　この本では市内を９地区（①吉田，②郡山，③吉野・磯，④中央，
⑤伊敷，⑥谷山，⑦桜島，⑧松元，⑨喜入）に分け，地区ごとに史
跡を取り上げてあります。

（２）�　本文とコラムは紙面の関係上，できるだけ文章を簡潔にするため，
文語表記にしました。

（３）�　それぞれの文化財のページには，史跡めぐりに役立てていただく
ために写真とともに地図をつけてあります。また巻末には，９地区
の全体マップを折り込んでありますので，ご活用ください。なお各
文化財の右上に記載してある【MAP　〇－〇】が全体マップのグ
リッド番号とリンクしています。

（４）�　指定された文化財につきましては，各文化財の名称の下に，分類
とともに記載しています。また文末には，指定年も記載しました。

（５）�　年号につきましては，和暦のあと，かっこ書きで西暦を記載して
あります。

（６）�　交通につきましては，目印となるような道路やバス停を記載して
あります。また駐車場の有無も記載してありますが，状況によりま
しては駐車場が使用できない場合もありますので，お気をつけくだ
さい。

（７）�　文化財の中には，私有地や学校などの中にあるものもあります。
そのような場所の史跡めぐりをされる際は，所有者や管理者への配
慮をお願いいたしますとともに，迷惑となるような行為は慎んでく
ださい。

（８）�　巻末には利用の便を考えて，用語解説と索引表を挿入しました。
どちらも50音順となっております。ご活用ください。

（９）�　島津家当主については，尚古集成館が1991年に発行した「島津家
おもしろ歴史館」を参考としました。

（10）�　難しい漢字には，ふりがなをつけましたが，固有名詞などの読み
方がはっきりしない場合は，そのままにしました。また，文化財の
名称については，できるだけ地域での呼び方に合わせるようにしま
した。

8


